
◆ユネスコに登録されている日本の記憶遺産

　第３節　イランカラプテ　未来へつながる北海道

●イランカラプテ　キャンペーン

　　平成25年(2013)北海道は、ユネスコ無形文化財に北海道のアイヌ古式舞踊が登録

　されていることや、北海道のアイヌ文化とともに、未来へつながる豊かな社会づくりと、

　観光地をめざしてアイヌ語で「イランカラプテ」キャンペーン推進協議会を設立しました。

　▲【カムイ＝神】 　▲【イタク＝話す・言葉】 　▲【イミ＝着物・着る】 　▲【チセ＝家・巣】

　「イランカラプテ」はアイヌの人々のあいさつ、こんにちは。耳慣れない、どことなくやわらかい

　響きのある言葉。

　アイヌ文化のふるさとは、北海道。

　アイヌの人々は、この地で言語や舞踊など、豊かなアイヌ文化を育んできました。

　みなさん、どうぞ「イランカラプテ」をきっかけに、アイヌの人々の文化とその心にふれてください。

　そこでみなさんが感じ取ったものが、自然との共生や、多様な文化が共存できる豊な社会づくり

　のヒントになるはずです。　そして、そのことがアイヌ文化を未来へ受継ぐことにつながります。

　そして、「あなたの心にそっとふれさせていただきます。」という温かいメッセージが込められ

　た「イランカラプテ」を北海道のおもてなしの合言葉にしていきましょう。
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